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平成 24年度

（財）日本体操協会 第 3回理事会 議事録

1.日時  平成 24年 12月 9日（日）11時 40分～12時 10分

2.場所  「東京ステーションコンファレンス」503号室

3.出席者  理事＜委任状出席含＞
        二木会長、塚原副会長、監物副会長、関田副会長、小竹副会長、渡辺

        専務理事、荒井常務、荒木常務、石﨑常務、遠藤常務、佐久間常務、立

        花常務、塚原常務、張西常務、堀常務、山崎常務、加藤理事、加納理事

        具志堅理事、竹内理事、竹田理事、田坂理事、谷原理事、徳山理事、永       

田理事、三輪理事、森末理事、吉川理事、渡邉一郎理事、渡辺栄一理事

(30名) 
 監事  鶴見監事、山田監事                   (2名) 
その他 事務局                         (1名) 

4.資料の確認
      事前資料：平成 24年度第 3回理事会事前資料
      当日資料：役職・候補者名簿

JGA国体改革案の承認に向けた活動

5.権限審査
      寄付行為第 4章第 27条の定足数の 20名を超えているので会議は適法に成立
      した。

6.議長就任
      寄付行為第 4章第 17条の定めるところにより、二木会長が議長に就任した。

7.議事録署名人
      議長は、議場に諮り議事録署名人として、議長ならびに渡辺専務理事、荒木

常務理事の 3名に決定した。
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8.審議事項
 第 1号議案「平成 25・26年度協会役員・役職の選任について」（専務理事）寄付行為
      第 4章第 15条関連事項

      議長の指名により、渡辺専務理事は資料に添って説明し承認を求めた。

新役員候補案

氏　名 年齢 出身学校

1 会　長 二木　英徳 75 東京大

2 副会長 塚原　光男 64 日体大

3 副会長 具志堅幸司 56 日体大

4 副会長 石﨑　朔子 65 日女体

5 副会長 小竹　英雄 71 中京大

6 専務理事 渡辺　守成 53 東海大

7 常務理事 新 浜田　貞雄 66 日体大

8 常務理事 新 水鳥　寿思 32 日体大

9 常務理事 新 小林　　隆 46 日　大

10 常務理事 山崎　浩子 52 東女体

11 常務理事

12 常務理事 遠藤　幸一 51 日　大

13 常務理事 張西　芳枝 63 日体大

14 常務理事 竹内　輝明 61 東海大

15 理　　事 荒木　達雄 58 日体大

16 理　　事 新 齋藤　武司 56 山形高

17 理　　事 加納　　実 61 順天大

18 理　　事 新 長谷川　靖 45 日　大

19 理　　事 新 米田　　功 35 順天大

20 理　　事 新 山田　正夫 70 日体大

1 監  事 監物　永三 64 日体大

2 監  事 荒井　　隆 66 富山商

人数 占有率 人数 占有率

8 44% 7 39%

6 33% 女性占有率 3 17%

4 23% 7 39%

8 44%

10 56%

日体大

(財)日本体操協会　平成25、26年度 役員候補(案)2012年12月9日

役員選考会議の概要
　1、新公益法人への移行により理事数は10名削減の20名、監事は1名削減の2名です。

  5、理事数の大幅削減に対応するため、これまでの加盟団体からの推薦枠については、

      代替案として、今回は加盟団体との連携を損なわないために加盟団体代表役員は総合企画

　3、地域推薦理事枠も3名から2名に減員をお願い致しました。

　4、リオ・オリンピックに向けて最も国民からの期待のかかる男子体操に対して、万全の体制を

　2、役員数減少に対応するため組織を簡素化、適材適所となるよう人選を図りました。

      委員に、ご就任していただき、定期的な委員会開催の中で今後の役員の割振りについて
      検討をして参りたいと存じます。

      整備できる役員構成を図りました。

新任役員比率

民間関係者

教育関係者

順天堂大学

㈱コナミスポーツ&ライフ

徳洲会

梅花高校

同大学最大占有率

【各種占有率】会長、未定を除く18名のうち

※議決権のある理事の各種構成率

【年齢構成】会長、未定を除く18名のうち

56

地域選出

トランポリン委員長

新体操強化本部長

日本大学

なんば体操クラブ

神奈川県立岸根高校

日本体育大学

パソコンサポート山形

一般体操委員長

※長谷川氏については所属企業の承認を得て確定

イオン㈱

所　　属

朝日生命体操クラブ

日本体育大学

日本女子体育大学

㈱インターベルシー

イオンリテール㈱

大阪大谷大学

JOC　NTCコーチ

JOCアシスタントナショナルコーチ

総務委員長

事業委員長

審判委員長

※トランポリン協会からの推薦待ち

役　　職

      今回は見送りをさせていただきました。

50歳代

50歳未満

平均年齢

60歳以上

代　　表

統括副会長

強　　化

総　　務

地域(地域選出)

統　　括

強化戦略本部長

男子体操強化本部長

女子体操強化本部長

トランポリン強化本部長



3 

副会長 統括

副会長 強化担当

副会長 総務担当

副会長 地域担当

加盟団体

選手委員会　※新設

医科学・アンチ・ドーピング委員会

男子新体操委員会

新体操

強化本部

本部長:山崎浩子

トランポリン

強化本部

＜本部長＞

トランポリン委員会

委員長:齋藤武司

一般体操委員会

委員長:荒木達雄

コーチ育成委員会

塚原光男

委員長:張西芳枝

事務局・財務

事務局長: 岸

地域委員会

委員長:小竹英雄

総務委員会

委員長:渡辺守成

委員長:遠藤幸一

事業委員会

委員:加盟団体役員

総合企画委員会

専務理事

渡辺守成

リオ・オリンピック

戦略本部

戦略本部長:浜田貞雄

審判委員会

委員長:竹内輝明

本部長:水鳥寿思

男子体操

強化本部

女子体操

強化本部

本部長:小林　隆

(財)日本体操協会平成25年度　組織

ブロック体操協会

47都道府県体操協会

会　長

二木英徳

具志堅幸司

石崎朔子

小竹英雄
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      議長は意見・質問の有無を確認し議場に諮り第 1号議案は原案通り承認・可
決された。

第 2号議案「2012年優秀選手選考について」（総務委員会）寄付行為第 2章第 4条(7) 
      項関連事項

      議長の指名により、遠藤委員長は資料に基づき説明し承認を求めた。
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     議長は意見・質問の有無を確認し議場に諮り 2号議案は原案通り承認・可決
された。

第 3号議案「体操競技 年間事業計画の変更について」（専務理事）寄付行為第 2章第 4
条(4)項関連事項

      議長の指名により、渡辺専務理事は資料に基づき説明し承認を求めた。

標記の件について以下のとおり実施致したく、ご審議賜りますよう宜しくお願い申し上げます。  

 現 行 改善案 

4 月 ワールドカップ東京大会 ワールドカップ東京大会 

5 月 天皇杯(全日本個人総合選手権) 天皇杯(全日本個人総合選手権) 

6 月 NHK 杯(世界体操・日本代表決定競技会) NHK 杯 

(世界体操・個人総合日本代表決定競技会) 

①全日本種目別選手権 

(世界体操・種目別選手日本代表決定競技会) 

7 月 JAPAN  CUP(世界体操・団体戦シュミレーション) JAPAN  CUP(世界体操・団体戦シュミレーション)

8 月 全日本ジュニア選手権、全日本学生選手権 全日本ジュニア選手権、全日本学生選手権 

9 月 全日本社会人選手権 全日本社会人選手権 

10 月 世界体操 世界体操 

②全日本団体選手権 

11 月 全日本団体・種目別選手権 ③強化・調整期間 5 ヶ月間) 

12 月 強化・調整期間(4 ヶ月間)  

1 月   

2 月   

3 月   

［改善案の提案理由］ 

①、種目別選手の強化 

○「全日本種目別選手権」を春に開催し、種目別選手の日本代表決定競技会とすることで、 

種目別選手の強化目標を明確化できる。※今年度種目別の欠場選手５１名 

○2013 年の世界体操は個人総合と種目別のみなので、NHK 杯で個人総合選手 2名を選出し、 

全日本種目別で種目別日本代表選手を選考する。 

現行で導入しているポイント制度は不明瞭で限界にきているということから、今後この制度が 

日本代表団体の選手選考に応用できるかどうかは、今後の検討課題とする。 

②、「全日本団体選手権」出場選手以外は強化・調整期間が伸びることで強化の底上げを図れる。 

 ［残される課題］ 

  1、2013 年度「全日本種目別選手権」への出場資格選手の選考方法 

  2、2013 年度「全日本団体選手権」出場資格の見直し 
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     議長は意見・質問の有無を確認し議場に諮り第 3号議案は原案通り承認・可決
された。

第 4号議案「新公益法人への移行に伴う各規定の修正・変更について」（総務委員会）
      寄付行為第 2章第 4条(10)項関連事項

      議長に指名により、遠藤委員長は資料に添って説明し承認を求めた。

＜現行＞ ＜改定案＞ 

競技者規定 ⇒ 競技者規程 

競技者規定細則 ⇒ 競技者規程細則 

NTC体操競技練習場利用規定 ⇒ NTC 体操競技練習場利用規程 

JISS 新体操専用練習場利用規

定 
⇒ 

JISS 新体操専用練習場利用規

程 

役員の定年に関する規定 ⇒ 役員の定年に関する規程 

会長推挙審議会規定 ⇒ 会長推挙審議会規程 

委員会運営規定 ⇒ 委員会運営規程 

一般体操指導員規定 ⇒ 一般体操指導員規程 

    議長は意見・質問の有無を確認し、議場に諮り第 4号議案は原案通り承認・可決
    された。

9.報告事項
 報告事項：１「国体改革に向けての日本体育協会との調整経過報告」（地域委員会）

     寄付行為第 2章第 4条(5)項関連事項

     議長の指名により、佐久間委員長は資料に基づき説明した。



7 



8 



9 

報告事項：2「2012日本体操祭報告」（一般体操委員会）寄付行為第 2章第 4条(1) 
     項関連事項

     議長の指名により、荒木委員長は資料に添って説明した。

1月 24日(土)・25(日)に代々木第１体育館で 2012日本体操祭が開催された。

参加チーム：143チーム 参加人数：5400名 海外ゲスト：オーストラリア

チケット売り上げ数：大人 1,500円(前売り 1,400円)、中・高生(前売り 900円) 
２４日 前売り９１７枚、当日６２６枚、 中高前売り１５枚、当日７枚。

  一般１,５４３枚、中高２２枚   総合計１,５６５枚
２５日 前売り８７３枚。当日１７０６枚、中高前売り１４枚、当日４９枚 

 一般２,５７９枚、中高６３枚   総合計２,６４２枚
総売上数：4,207枚

今年から 3点の改革を実施した。
１．演技時間を短縮し運営をスムーズにする。

アナウンスでのチーム紹介を省き、紹介文をプログラムに入れ入退場の短

縮化。

２．両日のそう演技数の均等化。

昨年までは日曜日に演技希望をするチームが殺到し、土曜日との不均衡が

生じていたが、今年は均一化して運営がスムーズになった。

３．スペシャル・イベントをプログラムの中間部に入れて、その時間帯に全演

技チームを集合させた。スペシャル・イベントを参加者全員で観覧し、体

操祭の一体感を共有することが出来た。

 以上の改革をしたことによって狙い通り、スペシャル・イベントでは 5,000
名強の観覧者が音楽・バトン・体操の演技を堪能した。

来年も今年の改革案を更に推し進め、スペシャル・イベントを体操ガーラとし

て、新体操・トランポリン・体操競技・エアロビック・男子新体操等のトップ

演技を披露することによって総合的な体操ファンの拡大につなげていく。
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10.閉会  議長は議場に諮り審議事項、報告事項、その他事項すべての終了を確認し、
12時 10分に閉会を宣した。

平成 24年 12月 9日

議事録署名人  二 木 英 徳 

議事録署名人  渡 辺 守 成

議事録署名人  荒 木 達 雄


